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「心の復興」と新たな賑わい創出へ31年度
予　算

新年度の目玉事業

10人が一般質問
心身障害者医療費用借入金利子補給補助金　など

特集

出番を待つ笑顔
（向洋中卒業式

）出番を待つ笑顔
（向洋中卒業式

）

来年度以降の町政は　など
10



「心の復興」と　新たな賑わい創出へ
平成３１年度　一般会計は

73億9000万円
　　　　で ス タ ー ト

13億5026万円

歳 入歳 出

6％衛生費

3億9528万円

5％公債費

使いみち 財　源

特　　集　－議題の核心に迫る－

③ しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 ②

３ 月
定例会

14％
10億3044万円

20億  101万円

36％

26億3639万円

総　務　費 

土木費ほか

8億8650万円
12％

民生費
27％

教育費

5％その他 3億7869万円

4億5614万円6％県支出金

4億8707万円7％
諸収入ほか

※１自主財源：町が調達するお金
※２依存財源：国・県や借金に頼るお金

3億5620万円5％町 債

20億8285万円

16億  738万円

20％

22％

14億9462万円

28％

町　税 

地方交付税

繰 入 金 

自
主
財
源

依
存
財
源

55％45
％

※１※２

7％
国庫支出金

5億2705万円

金額は千の位で四捨五入しています。
費目のまとめ方により町広報と異なる
ものもあります。

自治体の財政力
格差を調整する
ために、国から
交付されるお金

　
３
月
定
例
会
を
３
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度
当
初
予
算
は
、震
災
か
ら
８
年
が
経
過
し
、「
心
の
復
興
」と
新
た

な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
て
の
編
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
30
年
度
補
正
予
算
や
施
設
使
用
料
の一部
改
正
、工
事
請
負
変
更
契

約
な
ど
、27
件
の
議
案
を
審
議
し
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一般
質
問
は
10
人
の
議
員
が
、そ
れ
ぞ
れ
町
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

4億4038万円

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

52億
4500万円

53億
5700万円

129億円

201億
3000万円

216億
5000万円

167億
8000万円

101億
4300万円 94億

5500万円 78億
2400万円

73億
9000万円

過去10年間の一般会計予算の推移
 

施
政
方
針
〈
概
要
〉

　
９
つ
の
基
本
目
標
（
一
部
抜
粋
）

●
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

･
都
市
公
園
の
適
切
な
管
理

･
松
く
い
虫
被
害
状
況
の
把
握
と
管
理

●
地
域
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

･
第
１
次
産
業
従
事
者
の
後
継
者
育
成

･
新
た
な
地
域
資
源
の
開
拓
調
査

●
地
球
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

･
英
語
版
ご
み
分
別
パ
ン
フ
を
作
成

･
違
反
ご
み
抑
制
の
監
視
カ
メ
ラ
設
置

●
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

･
ウ
ェ
ブ
で
ス
ト
レ
ス
簡
易
チ
ェ
ッ
ク

･
筋
ト
レ
英
会
話
等
総
合
型
健
康
教
室

●
ひ
と
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

･
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

･
小
中
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

●
ひ
と
ま
ち
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

･
東
京
圏
か
ら
移
住
促
進

･「
七
ヶ
浜
町
空
き
家
バ
ン
ク
」の
活
用

●
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

･
長
須
賀
地
区
に
多
目
的
広
場
を
整
備

･
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
の
助
成
制
度
創
設

●
住
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
構
築

･
被
災
者
支
援
等
の
相
談
窓
口
開
設

･
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
よ
る
情
報
発
信

●
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り

･
住
民
満
足
度
調
査
や
懇
談
会
を
実
施

･
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
検
証

30年度の繰越金
使用料・手数料
給食費徴収金　　ほか

貯金（積立金）5億円
 財政調整基金から

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
都市計画税

震災復興のために使うお金　9億4471万円
 復興交付金基金（国からのお金） 7億9043万円
 復　興　基　金（県からのお金） 1億5428万円

老人・障がい者支援、震
災関連などの社会福祉費
保育所運営費・18歳まで
の子ども医療費　ほか

町民プール改修工事
汐見小学校大型遊具撤去・新設工事  など

内 震災復興に使うお金   9億7847万円
   　震災復興推進事業　8億4509万円
　   震災復興基金事業　1億3338万円

ごみ処理など
の清掃費
検診などの
保健衛生費
ほか

一般・財産などの管理費
国際村運営費、議会費、
消防費　ほか

国からもらえる
復興交付金基金
など特定の事業
に使うお金

県からもらえる
特定の事業に使うお金

土木・農林水産・商工ほか

当初予算は震災前に
戻りつつあるね。

※



東京圏からのＵＩＪターンの移住促進
　　　　　　　　　　　１００万円

防犯体制強化事業
　　　　　　２５３３万円

心身障害者医療費用借入金
利子補給補助金　　４３９６万円

Ｕ︓都市から再度地方へ
Ｉ︓都市から地方へ
Ｊ︓都市から地方近くの中規模の都市へ
（Ｐ８参照）

10月から１級の方も対象新たに防犯灯ＬＥＤ化の補助制度創設
（Ｐ７参照）

   監視カメラ設置事業
　　　　　　　　 １１８万円

ごみの不法投棄抑制へ（Ｐ７参照）

町長・町議・県議・参議院選挙費
　　　　　　　　　２９０２万円

「選挙」は皆さん１人１人のために

がん患者医療用ウィッグ購入費用助成金
　　　　　　　　　　　　 １０万円

治療による精神的負担の軽減や
社会復帰の支援

地区広場・多目的広場整備事業
　　　　　　 ２億６０１０万円

代ヶ崎浜地区広場・長須賀多目的広場

ごみ分別パンフレット英語版
　　　　　　　　　  ８７万円

正しいごみの分別方法を外国人にも周知
（Ｐ７参照）

平成31年度の　 　　　　 目玉事業
特　　集　－議題の核心に迫る－

⑤ しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 ④



予 算
審 査

問　

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
新
た
に
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
あ
る
が
、具
体
的
な
内
容
は
。

答　

健
康
増
進
課
長　
東
北
大
学
の
協

力
で
自
殺
対
策
事
業
の一つ
と
し
て
実

施
し
、相
談
窓
口
を
設
置
し
対
応
す
る
。

問　

各
種
予
防
接
種
の
種
類
と
対
象
年

齢
は
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
。

答　

健
康
増
進
課
長　
子
供
の
３
種
混

合
や
風
疹
ワ
ク
チ
ン
、子
宮
頸
が
ん
の

予
防
接
種
な
ど
約
20
種
類
あ
る
。イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
任
意
接
種
で
、高
齢
者

を
対
象
に
し
て
い
る
が
、幼
児
は
検
討

し
て
い
な
い
。

問　

内
容
と
目
的
は
。

答　

地
域
福
祉
課
長　

２
市
３
町
持

ち
回
り
で
、人
権
啓
発
に
繋
が
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
。関
連
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
配
布
や
６
月
に
講
演
会
を
予
定

し
て
い
る
。

問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い

る
。施
設
内
に
あ
る
玩
具
な
ど
の
衛
生

管
理
は
。

答　

所
長　

玩
具
な
ど
は
職
員
が
毎

日
点
検
し
て
い
る
。

鈴木　初雄熊谷　明美
副 委 員 長 委 員 長

予算審査特別委員会レポート

　平成31年度の各種会計予算審査は、特
別委員会を設置して３月４日から１４日まで
の日程で行いました。
　各課ごとに説明を受けたあと、質疑・応答
により慎重に審査しました。その後、討論・採
決の結果、全会計の予算を可決しました。主
な内容を要約してお知らせします。（金額は千
の位で四捨五入しています）

精
神
保
健
事
業
は

　
　
　
　
　
　
（
75
万
円
）

各
種
予
防
接
種
事
業
は

　
　
　
（
２
８
０
３
万
円
）

健
　
康
　
増
　
進
　
課

地
　
域
　
福
　
祉
　
課

人
権
啓
発
活
動
事
業
は

　
　
　
　
　
　
（
30
万
円
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

　
　
　
（
４
８
５
７
万
円
）

どのように使うのか 各課審査で質疑応答

早めのインフルエンザ
ワクチン接種を

安心して利用できるセンター

問　

30
年
内
の
地
震
発
生
確
率
が
修

正
さ
れ
た
が
、更
新
内
容
は
。

答　

交
通
防
災
係
長　

今
回
の
更
新

は
、土
砂
災
害
や
区
画
整
理
、避
難
誘

導
看
板
等
を
反
映
さ
せ
た
現
状
の
更

新
版
と
考
え
て
い
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等

　
　
　
　
　
　
更
新
は

　
　
　
（
１
４
２
７
万
円
）
　

問　

各
学
校
で
い
じ
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
が
、そ
の
結
果
を
受
け
て

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
と
学

校
の
対
応
は
。

答　

教
育
長　
い
じ
め
や
不
登
校
問

題
は
第一
義
的
に
学
校
が
対
応
す
る
も

の
で
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
意
見

を
も
ら
い
協
議
し
て
対
応
し
て
い
る
。

学
校
教
育
支
援
事
業
は

　
　
　
（
１
３
１
５
万
円
）

問　

プ
ー
ル
跡
地
に
残
土
を
入
れ
て

隣
接
の
公
園
と
同
じ
高
さ
に
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、地
域
の
要
望
は
。

答　

教
育
総
務
課
長　

現
在
、正
式
な

使
用
目
途
は
な
い
。工
事
の
際
に
車
の
取

り
付
け
道
路
を
設
け
た
の
で
、当
面
は
駐

車
場
と
し
て
の
使
用
を
考
え
て
い
る
。

亦
楽
小
学
校
の

　
　
　
プ
ー
ル
跡
地
は

　
　
　
　
（
９
４
５
万
円
）

教
　
育
　
総
　
務
　
課

解体された亦小プール跡地

都
市
公
園
維
持
管
理
は

　
　
　
（
６
８
８
７
万
円
）

問　

除
草
を
年
３
回
に
す
る
考
え
は
。

答　

副
町
長　

あ
る
程
度
予
算
に
余

裕
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
、全
て
の
箇

所
が
２
回
で
は
な
い
。

問　

地
区
か
ら
遊
具
や
あ
ず
ま
や
、ベ

ン
チ
等
の
設
置
要
望
が
あ
る
が
。

答　

建
設
係
長　

津
波
防
災
緑
地
に

関
し
て
は
、遊
具
や
あ
ず
ま
や
は
補
助
対

象
外
と
な
る
た
め
考
え
て
い
な
い
が
、ト

イ
レ
や
ベ
ン
チ
な
ど
華
美
に
な
ら
な
い
程

度
で
整
備
し
て
い
る
。

建
　
　
　
設
　
　
　
課

地域コミュニティの場を整備

問　

工
事
箇
所
と
内
容
は
。

答　

建
設
課
長　

汐
見
台
南
１
号
線

の
歩
道
補
修
工
事
で
、70
カ
所（
92
㎡
）

の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
張
替
え
で

あ
る
。

町
道
整
備
工
事
は

　
　
　
（
４
３
０
１
万
円
）

問　

補
助
制
度
の
具
体
的
な
要
綱
は
。

ま
た
、進
捗
率
は
。

答　

総
務
課
長　

費
用
の
２
分
の
１

を
助
成
す
る
も
の
で
、現
在
要
綱
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。進
捗
率
は
各
地

区
異
な
る
が
、地
区
全
体
で
計
37・６
％

で
あ
る
。

総
　
　
　
務
　
　
　
課

か   

び

問　

町
内
在
住
の
外
国
人
数
は
。ま
た
、

な
ぜ
英
語
版
だ
け
な
の
か
。

答　

生
活
衛
生
係
長　

33
世
帯
70
人

の
外
国
人
が
在
住
し
て
い
る
。

　

う
ち
３
分
の
１
の
方
が
英
語
圏
で

あ
り
、ま
ず
は
英
語
版
で
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
。

英
語
版
ご
み
分
別

　
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

　
　
　
　
　
　
（
87
万
円
）

問　

用
途
や
設
置
箇
所
は
。ま
た
、映

像
の
管
理
は
。

答　

環
境
保
全
係
長　

10
台
購
入
し
、

不
法
投
棄
が
多
い
箇
所
に
設
置
す
る
。

要
望
が
あ
る
地
区
へ
の
貸
し
出
し
を
考

え
て
い
る
。ま
た
、映
像
は
全
て
町
が

管
理
す
る
。

監
視
カ
メ
ラ
は

　
　
　
　
（
１
０
７
万
円
）

環
　
境
　
生
　
活
　
課

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

　
　
　
（
２
５
３
３
万
円
）
　

問　

平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
調
査

な
ど
の
実
績
や
未
実
施
箇
所
は
。

答　

交
通
防
災
係
長　

昨
年
の
調
査

件
数
は
23
件
で
、補
助
対
象
で
申
請
が

あ
っ
た
の
は
19
件
中
４
件
で
あ
っ
た
。

本
年
度
に
実
施
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　
　
　
　
除
去
補
助
は

　
　
　
　
（
４
０
７
万
円
）

⑦ しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 ⑥



予算審査特別委員会レポート

　

行
政
が
法
律
に
準
拠
し
た
施
策
が
未
だ

に
講
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、行
政
が
負
担
す
べ

き
事
業
費
を
住
民
に
対
し
、そ
の
負
担
を

強
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
と
す
る
。

・10
月
か
ら
の
消
費
税
10
％
を
見
越
し
た

施
設
使
用
料
の
引
き
上
げ
は
、時
期
尚
早

で
あ
る
。

・非
常
勤
お
よ
び
臨
時
職
員
の
報
酬
を
月

額
報
酬
等
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・非
常
勤
職
員
の
時
間
外
労
働
が
非
常
に
多

く
、増
員
す
る
な
ど
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

・町
営
住
宅
入
居
対
象
者
に
家
賃
の
減
免

や
徴
収
猶
予
の
基
準
等
の
周
知
を
求
め
る
。

・障
が
い
者
の
医
療
窓
口
で
の
支
払
い
を
現

物
給
付
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

各
事
業
の
予
算
編
成
に
お
い
て
次
の
点

で
評
価
し
賛
成
と
す
る
。

・町
全
体
に
英
語
表
記
が
な
さ
れ
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
人
材
を
育
成
す
る
環
境
が
整
い
つ

つ
あ
る
。

・町
独
自
の
健
康
増
進
レ
シ
ピ
本
や
給
食

メ
ニ
ュ
ー
の
ネ
ッ
ト
配
信
、ア
ク
ア
リ
ー
ナ

無
料
体
験
、糖
尿
病
合
併
症
予
防
事
業
な

ど
、食
と
運
動
か
ら
予
防
医
療
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
る
。

・長
須
賀
移
転
元
地
の
整
理
が
進
み
つ
つ

あ
る
。

・町
民
プ
ー
ル
や
国
際
村
の
改
修
に
努
め

快
適
な
環
境
に
保
ち
、福
祉
と
文
化
の
充

実
が
図
ら
れ
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

渡
邉　

淳

一
般
会
計

　

資
本
費
平
準
化
債
発
行
で
生
じ
た
償

還
金
利
子
軽
減
額
相
当
分
を一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
で
充
当
し
、住
民
負
担
の
軽

減
を
求
め
る
。

　

下
水
道
を
使
用
す
る
住
民
が
衛
生
的

で
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
既
存
施

設
の
計
画
的
な
維
持
管
理
に
努
め
よ
う

と
す
る
適
正
な
予
算
で
あ
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

下
水
道
事
業

賛
成
賛
成

岡
﨑
正
憲

　

実
態
に
即
し
た
受
水
量
に
契
約
変
更

す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、必
要
の
な
い
現
金

預
金
を
計
画
的
に
取
り
崩
し
、町
民
の
負

担
軽
減
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　

厳
し
い
状
況
の
中
、各
地
区
の
老
朽
管

更
新
工
事
の
推
進
や
現
行
料
金
で
の
効

率
的
な
経
営
お
よ
び
事
業
運
営
の
予
算

計
上
が
さ
れ
て
い
る
。

※

公
園
墓
地
は

　

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

佐
藤　

衞

水
道
事
業
会
計

・・・なので反対します　　　　　・・・なので賛成します

討    論
問　
町
観
光
協
会
が
法
人
化
に
向
け
て

準
備
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
内
容
は
。

答　

産
業
課
長　

法
人
化
の
準
備
委

員
会
を
立
ち
上
げ
て
、予
算
や
収
益
事

業
等
の
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。町
と

し
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

観
光
振
興
は

　
　
　
　
（
３
３
１
万
円
）

問　

ナ
マ
コ
や
ト
リ
貝
は
、水
槽
で
養

殖
を
目
指
す
と
の
こ
と
だ
が
、ガ
ザ
ミ

な
ど
そ
れ
以
外
は
。

答　

産
業
課
長　

ま
ず
は
、ナ
マ
コ
や

ト
リ
貝
の
可
能
性
を
追
求
し
た
い
。ワ

タ
リ
ガ
ニ
は
殻
む
き
な
ど
に
採
算
が
か

か
る
の
で
進
ん
で
い
な
い
。

新
ブ
ラ
ン
ド
展
開
は

　
　
　
　
　
　
（
50
万
円
）

産
　
　
　
業
　
　
　
課

政
　
　
　
策
　
　
　
課

健
康
増
進
事
業
は

　
（
１
億
８
１
６
６
万
円
）

問　

新
た
に
、35
歳
か
ら
45
歳
を
対
象

に
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
開
放
し
、健

康
増
進
を
促
す
と
の
こ
と
だ
が
内
容
は
。

答　

生
涯
学
習
課
長　

年
齢
確
認
は

す
る
が
、あ
ま
り
厳
し
く
す
る
つ
も
り

は
な
い
。　　
　

　

４
月
か
ら
毎
月
第
２
日
曜
日
を
開

放
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

各
種
教
室
や
講
座
数
と
英
会
話

講
座
の
回
数
は
。

答　

生
涯
学
習
課
長　

平
成
30
年
度

は
27
講
座
。英
会
話
講
座
は
40
回
に
増

や
し
た
。

各
種
教
室
・
講
座
は

　
　
　
　
（
１
１
７
万
円
）

生
　
涯
　
学
　
習
　
課

心と体の健康づくりを

利用者100万人を達成

　

必
要
以
上
の
積
立
金
を
計
画
的
に
取

り
崩
し
、国
保
税
を
引
下
げ
、国
保
世
帯

の
負
担
軽
減
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

被
保
険
者
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、糖

尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
や
生
活

習
慣
病
予
防
関
連
事
業
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

佐
藤
壮
一

国
民
健
康
保
険

　

被
保
険
者
の
保
険
料
負
担
軽
減
の
た

め
、被
保
険
者
の
負
担
割
合
を
制
度
開
始

時
に
戻
す
こ
と
を
求
め
る
。

　

介
護
保
険
計
画
に
基
づ
き
、高
齢
者
の

自
立
支
援
と
要
介
護
状
態
の
重
度
化
防

止
等
に
取
り
組
む
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

安
倍
敏
彦

介
護
保
険

　

保
険
料
が
改
正
さ
れ
る
度
に
、高
齢
者

の
負
担
が
増
え
る
制
度
は
廃
止
す
べ
き
で

あ
る
。

　　

低
所
得
者
等
に
対
す
る
保
険
料
の
軽

減
措
置
の
た
め
、保
険
基
盤
安
定
繰
入
に

よ
る
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

後
期
高
齢
者
医
療

仁
田
秀
和

賛
成
賛
成

問　

改
元
さ
れ
る
が
、ス
ム
ー
ズ
に
運

用
で
き
る
対
策
は
。

答　

町
民
課
長　

印
鑑
で
対
応
す
る
。

電
算
に
関
し
て
は
、シ
ス
テ
ム
に
元
号

を
入
れ
替
え
る
だ
け
で
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。試
験
を
し
て
万
全
を

期
し
て
い
る
の
で
安
心
し
て
ほ
し
い
。

町
　
　
　
民
　
　
　
課

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
整
備
は

　
　
　
　
（
５
４
５
７
万
円
）

問　

特
定
保
健
用
食
品
取
得
を
目
指

す
の
か
。栄
養
な
ど
の
効
果
も
掲
載
す

る
の
か
。

答　

産
業
課
長　

特
保
は
考
え
て
い

な
い
。効
果
は
レ
シ
ピ
に
載
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

公
共
交
通
会
議
に
ぐ
る
り
ん
こ

の
委
託
先
が
入
っ
て
い
な
い
が
、現
場

の
声
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答　

政
策
課
長　

改
善
す
べ
き
点
は
、

定
期
的
な
連
絡
会
議
で
把
握
し
て
い

る
つ
も
り
で
あ
る
。う
ち
ダ
イ
ヤ
改
正

な
ど
は
公
共
交
通
会
議
で
協
議
す
る
。

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

　
　
　 

（
７
３
３
８
万
円
）

問　

内
容
と
目
的
は
。

答　

政
策
課
長　

国
の
地
方
創
生
交

付
金
を
使
い
、移
住
支
援
を
す
る
も
の

で
あ
り
、全
国
で
６
年
間
６
万
人
の
移

住
促
進
策
で
、東
京
圏
か
ら
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。ま
た
、

地
方
の
担
い
手
不
足
の
解
消
策
を
目

的
と
し
て
い
る
。

定
住
化
促
進
事
業
は

　
　
　
　
（
１
０
０
万
円
）

健
康
増
進
レ
シ
ピ
は

　
　
　
　
（
２
４
４
万
円
）

新ブランドとして
成功の期待高まる
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平成31年度の
各種会計予算の状況

下水道事業特別会計

７億３１００万円 前年度比
 4.6％減

事業費　　　　　　　　１億３４５７万円
※汚水桝・マンホール等の設置・汚水管等補修
・鉄蓋改築工事・汚水ポンプ場改築・人孔内
面更生工事

歳出の主なもの

介護保険特別会計

１６億４７７０万円 前年度比
2.7％増

保険給付費　　　　　１５億３６００万円

地域支援事業費　　　　　　６２５７万円

※給付費負担金　　　・居宅介護サービス
　　　　　　　　　　・地域密着型介護サービス
　　　　　　　　　　・施設介護サービス

※介護予防・生活支援サービス事業
　介護予防ケアメネジメント作成負担金
　包括的支援事業費用（人件費等）

※介護保険事業サービス事業勘定含む（４７０万円）

水道事業会計

５億２００６万円 前年度比
 0.7％減

※原水費　　　　　　　　　　　　 ２億８６２１万円
　　・仙台市の受水費　　　　　　　　 ３５１８万円
　　・仙南仙塩広域水道の受水費　 ２億５１０３万円

収益的支出の主なもの

資本的支出の主なもの

収益的
支出

　５億２４７３万円 前年度比
 0.2％増

収益的
収入

１億５５７７万円 前年度比
10.5％増

資本的
支出

　　　　２８２万円 前年度比
29.8％減

資本的
収入

建設改良費　　　　　　　　　１億３６４４万円
※配水管整備事業費　　　　　　　 １億２５８５万円
　　・人件費等
　　・町内配水管敷設工事等

歳出の主なもの

歳出の主なもの

国民健康保険事業特別会計

２０億２３００万円 前年度比
 1.7％減

保険給付費　　　　　１４億１９６２万円

保険事業費　　　　　　　　２４５８万円
※一般被保険者医療給付費・高額医療費等

※生活習慣病予防関連事業・各種検診等への補助

公園墓地事業特別会計

１７７０万円

総務費　　　　　　　　　　　７６９万円
※公園墓地管理委託・墓地管理基金積立金

歳出の主なもの歳出の主なもの

後期高齢者医療特別会計

１億８９７３万円 前年度比
0.8％減

後期高齢者医療広域連合納付金　
　　　　　　　　　　　１億８６２４万円
※後期高齢者医療広域連合への納付金

特　　集　－各種会計予算－

前年度比
 2.2％減

※平成31年度はうるう年により３６６日の積算

議案
審議

こんなことが決まりました－条例などの議案審議－

⑪ しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 ⑩

消費税増税により
　　施設使用料等を改定

●
財
産
の
交
換
、譲
与
等
に

関
す
る
条
例
の一部
改
正

内　
容

　
物
価
上
昇
や
10
月
か
ら
の

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う

施
設
使
用
料
等
の
改
定
。

反　
対　
歌
川　
渡

　
過
去
に
消
費
税
の
引
き
上

げ
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、本
年
10
月
か
ら
の
実

施
と
い
う
こ
と
だ
が
、今
定

例
会
で
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
を
見
越
し
た
条
例
改
正
は

時
期
尚
早
で
あ
る
。ま
た
、各

公
共
施
設
で
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
伴
う
使
用
料
金
の

引
き
上
げ
幅
に
統
一
性
が
な

く
便
乗
値
上
げ
で
あ
る
。

賛　
成　
岡
﨑　
正
憲

　
施
行
月
日
を
平
成
31
年
10

月
１
日
か
ら
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
決
し
て
時
期
尚
早
の

措
置
で
は
な
い
。

採
決
の
結
果

　
賛
成
11　
反
対
２

賛
成
多
数
で
可
決

条 

例 

改 

正

●
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の一部
改
正

内　
容

　
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

の
導
入
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
都
市
計
画
税
条
例
の一
部

改
正

内　
容

　
課
税
区
域
の
改
正
に
伴
い
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の一部
改
正

内　
容

　

貸
付
利
率・保
証
人・返
済

方
法
等
を
見
直
す
も
の
で
す
。

●
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の一部
改
正

内　
容

　
地
方
負
担
の
医
療
費
助
成

に
精
神
障
害
者
助
成
を
加
え

る
も
の
で
す
。

●
町
民
農
園
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の一部
改
正

内　
容

　
利
用
促
進
の
た
め
利
用
料

を
50
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

●
町
民
農
園
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の一部
改
正

内　
容

　
利
用
促
進
の
た
め
利
用
料

を
50
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

●
給
水
条
例
の一部
改
正

内　
容

　

学
校
教
育
法
の一
部
改
正

に
伴
い
、職
員
の
資
格
要
件

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果（
７
議
案
）

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

●
町
道
路
線
の
廃
止

内　
容

　

代
ヶ
崎
浜
１
路
線
、菖
蒲

田
浜
２
路
線

　
土
地
区
画
整
理
事
業
整
備

に
伴
う
も
の
で
す
。

●
町
道
路
線
の
認
定

内　
容

　
22
路
線

　
総
延
長
２
５
１
８ｍ

　
主
に
土
地
区
画
整
理
整
備

に
伴
う
も
の
で
す
。

●
町
道
路
線
の
変
更

内　
容

　

湊
浜
１
路
線
、菖
蒲
田
浜

２
路
線　

　

起
点
、終
点
の
変
更
に
伴

う
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果（
３
議
案
）

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

●
平
成
29
年
度
被
災
市
街
地

復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
施

設
整
備
工
事（
花
渕
浜
４
工
区
）

内　
容

　
県
道
の
片
側
通
行
の
た
め

道
幅
確
保
の
土
留
め
増
工

契
約
先　
城
北
興
業
㈱
仙
台

支
店

契
約
額　
９
８
４
１
万
円

　
　
（
１
９
７
万
円
の
増
額
）

●
平
成
30
年
度
都
市
公
園

（
表
浜
緑
地
）整
備
工
事

内　
容

　

構
造
物
取
壊
し
工
、広
場

暗
渠
工（
排
水
）、緑
地
盛
土

材
改
良
工

契
約
先　
㈱
曲
小
小
倉
工
務

店
宮
城
支
店

討
　
論

契
約
額　
６
７
７
０
万
円

　
　
（
２
６
１
万
円
の
増
額
）

採
決
の
結
果（
２
議
案
）

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

１
件
の
請
願
は
、総
務
産
業

常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま

し
た
。

●
国
に
対
し「
消
費
税
増
税

中
止
を
求
め
る
意
見
書
」の

提
出
を
求
め
る
請
願
書

請
願
者　
塩
釜
民
主
商
工
会

会
長　
太
田
政
興

塩
釜
地
域
社
会
保
障
推
進
協

議
会

代
表
幹
事　
内
藤　
孝

代
表
幹
事　
佐
藤　
司

代
表
幹
事　
虎
川　
太
郎

代
表
幹
事　
東
海
林　
昌
俊

請
　
　
　
願

　
請
願
は
、憲
法
に
規
定
さ
れ

た
国
民
の
権
利
と
し
て
、公
の

機
関
に
対
し
て
要
望
す
る
行

為
の
こ
と
で
す
。

請
願
と
は

ひ 

と 

口 

メ 

モ

工
事
変
更
契
約

町
　
道
　
路
　
線



　
　

こんなことが決まりました－補正予算の議案審議－

　　
　
連
帯
保
証
人
が
み
つ
か

ら
ず
、時
間
を
費
や
す
場
合

も
あ
る
。被
害
を
受
け
た
方

の
速
や
か
な
救
済
を
得
ら
れ

な
い
の
で
は
。

　
　
副
町
長　
貸
付
の
原
資

は
税
金
で
あ
る
。返
済
を
促

す
た
め
に
も
連
帯
保
証
人
は

必
要
で
あ
る
。

　
　
償
還
期
間
の
５
年
は
短

く
な
い
か
。

　
　
次
の
収
入
を
得
る
た
め

の
つ
な
ぎ
の
制
度
で
あ
る
。

途
中
で
何
か
あ
っ
た
場
合
、先

延
ば
し
は
で
き
る
。

議
決
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

　
　
今
回
の
条
例
創
設
の
意

義
は
。

　
　
町
長　
漁
業
者
の
声
も

あ
り
、生
活
の
た
め
の
サ
ポ

ー
ト
と
し
、県
の
経
営
安
定

資
金
や
中
小
企
業
再
生
支
援

も
あ
る
。町
は
あ
く
ま
で
漁

業
者
の
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
で

あ
る
。

　
　
該
当
す
る
被
害
者
数
は
。

　
　
35
人
で
あ
る
。

　
　
町
内
の
該
当
者
以
外
は

い
な
い
の
か
。

　
　
町
外
に
は
２
人
い
る
。

　
　
滞
納
者
で
も
返
済
計
画

が
あ
れ
ば
借
り
入
れ
可
能
か
。

　
　
滞
納
者
で
あ
れ
ば
借
り

入
れ
は
で
き
な
い
。

　
　
連
帯
保
証
人
の
要
件
は
、

町
内
か
町
外
で
も
良
い
か
。

同
業
者
で
も
良
い
か
。

　
　
産
業
課
長　
返
済
能
力

が
あ
れ
ば
、身
内
や
同
業
者

で
も
良
く
、ど
な
た
で
も
な

れ
る
。

問 答

　　

問答問答問答

被害漁業者生活資金
　　　　　貸付基金の創設

問答

２月18日に第１回臨時会を開催しました。
条例の制定や補正予算を審議し、反対なく原案のとおり可決しました。

臨時会
●
被
害
漁
業
者
生
活
資
金
貸

付
基
金
条
例

内　
容

　
平
成
31
年
１
月
20
日
に
発

生
し
た
仙
台
港
で
の
重
油
流

出
事
故
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
町
内
の
海
苔
の
養
殖
事
業

者
に
対
し
生
活
資
金
の
貸
付

け
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

貸
付
対
象
者

○
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ

　
と
。

○
国
ま
た
は
地
方
税
の
滞
納

　
が
な
い
こ
と
。

○
貸
付
資
金
の
償
還
に
十
分

　
な
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

○
町
暴
力
団
排
除
条
例
に
該

　
当
し
な
い
こ
と
。

貸
付
金
額

○
３
０
０
万
円
以
内
。

貸
付
条
件

○
貸
付
け
に
係
る
資
金
は
無

　

利
子
で
、償
還
期
間
は
５

　
年
以
内
。

連
帯
保
証
人

○
連
帯
保
証
人
は
必
要
。　

質
　
疑

問答

　
目　
的

　

１
月
20
日
、仙
台
港
に
お

い
て
燃
料
移
送
中
の
コ
ン
テ

ナ
船
か
ら
、大
量
の
Ｃ
重
油

が
港
内
に
流
出
す
る
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
最
盛
期
を
迎
え

て
い
る
は
ず
の
、本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
海
苔
養
殖
の
生

産
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
深
刻
な
事
態
を
迎
え

ま
し
た
。

　
本
町
基
幹
産
業
の
早
急
な

復
旧
復
興
を
願
い
、漁
協
や

国
、県
、町
の
動
向
を
見
据
え

な
が
ら
、今
後
の
復
旧
復
興

に
向
け
た
調
査
や
支
援
を
慎

重
に
進
め
る
も
の
で
す
。

構
成
　
委
員
長

　
　
　
岡
﨑　
正
憲

　
副
委
員
長

　
　
　
鈴
木　
初
雄

　
委
員

　
　
　
議
長
を
除
く
全
議
員

問答

●
３
月
22
日
、県
漁
協
七
ヶ

浜
支
所
を
訪
れ
、事
故
発
生

か
ら
現
在
ま
で
の
対
応
状
況

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、仙
台
港
向
洋
ふ

頭
で
、処
理
す
る
た
め
に
陸

揚
げ
し
た
海
苔
の
保
管
状
況

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
被
害
を
受
け
た
網
や
い
か

だ
等
の
処
理
は
こ
れ
か
ら
の

課
題
の
よ
う
で
す
。

●
仙
台
港
油
流
出
事
故

　
　
　
　

復
旧
復
興
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
設
置
し
ま
し
た

処理を待つ海苔の山

条
　
例
　
制
　
定

特 

別 

委 

員 
会

⑬ しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 ⑫

普 通 教 室
少人数教室
学 習 室
特別支援教室　
特別教室等
管 理 諸 室
合 　 　 計

亦小 松小 汐見小 七中 向洋中
１０
　１

　７
　７
　３
２８

１２
　１

　２
　６
　２
２３

１３

　４
　５
　９
　２
３３

　９
　２

　４

１５

　９
　３

　３
　６
　２
２３

学校別設置教室数

※管理諸室は校長室や職員室など

質
　
疑

お 容も な 内

　
　

前
に
作
成
し
た
モ
ニ
ュ

　
　
メ
ン
ト
と
の
違
い
は
。

　
　
政
策
課
長　
平
成
26
年

　
　
度
に
作
成
し
た
蓮
沼
苑

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
慰
霊・鎮

魂
の
意
味
で
あ
り
、今
回
は

津
波
被
災
の
教
訓
を
未
来
に

伝
え
る
と
同
時
に
、希
望
の

モ
ニュメ
ン
ト
で
あ
る
。

問答 東
日
本
大
震
災

メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　
　
　 

作
成
事
業
委
託
費

　
　
　
（
２
０
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

地方交付税 １億３５７４万円
国庫支出金 ５５４８万円
繰入金 １５４０万円

公共施設管理基金積立金 ９００６万円
汐見小学校南棟外壁改修事業 ６０８０万円
向洋中学校トイレ改修事業他 １億１９２７万円

補 正 額一　般　会　計

歳
　
　
入

歳
　
　
出

※金額は千の位で四捨五入しています。

町債 １億　９１０万円

震災復興推進事業費 ▲１億６０２６万円

モニュメント予定地

　
　

　
　

　
　
財
政
課
長　
公
共
施
設

　
　
の
老
朽
化
が
進
み
今
後
、

老
朽
化
に
伴
う
修
理
工
事
を

見
込
ん
で
い
る
。

問答 公
共
施
設

　
　
　
管
理
基
金
積
立
金

　
　  

（
９
０
０
６
万
円
）

　
　
　
　
　
　

　
　
積
立
金
の
内
容
は
。

　平成30年度一般会計補正予算案は、歳入歳出それぞれ１億７９９８
万円を追加し、歳入歳出の総額を１０９億３３３４万円としました。歳
出の主なものは、東日本大震災メモリアルモニュメント作成事業委託や
小中学校改修事業などです。本議案は原案のとおり可決しました。

　　メモリアルモニュメントを作成 補正
予算

●
小・中
学
校
空
調
設
備
設

置
工
事

内　
容

　
小・中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

契
約
先　

㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
塩

釜
営
業
所

契
約
額　
２
億
４
１
２
万
円

議
決
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

工
　
事
　
契
　
約



一 般 質 問町の考えを聞く

　３月定例会の一般質問は、14日と15日の２日間行い、10人が活発な議
論を展開しました。
　内容は質問者の原稿を原文に近い形で16ページから25ページに掲載
しています。なお、タイトルは通告のとおりです。

※傍聴される方には、一般質問の要旨が記載されている資料を配布しています。

町 

政 

を 
問 
う

渡　邉　 淳　・・・・・・・ 17ページ
○ Ｈ３１年度、長須賀多目的広場整備事業について

熊谷　 明美　・・・・・・・ 24ページ
○ がん予防とがん患者への助成と支援を
○ ピロリ菌の除菌推進を　　　　　　　　　　　　　　　　

○ 浜茶屋構想推進事業と表浜海水浴場の取り組みについて
佐藤　 梶信　・・・・・・・ 25ページ

木　村　 稔　・・・・・・・ 21ページ
○ 子ども医療費助成制度の所得制限の撤廃について　　
○ 国民健康保険に加入している世帯とその子どもの支援について

○ 町営住宅に住み続けられるために
○ 高齢者の「アクアリーナ」利用年会費の免除を（パート２）
○ 仙台港での重油流出事故に伴う被害の全面賠償と再発防止対策について

歌　川　 渡　・・・・・・・ 23ページ

岡﨑　 正憲　・・・・・・・ 16ページ
○ Ｈ３０年度事業検証とＨ３１年度事業について　　　　　　　　　　

○ 防犯カメラの設置について
○ 姉妹都市プリマス４００周年祭および姉妹都市締結３０周年について

佐　藤　 衞　・・・・・・・ 19ページ

安倍　 敏彦　・・・・・・・ 18ページ
○ 空き家対策について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ズバリ一 般 質 問 一 覧 表

３月定例会　提出議案採決結果一覧　（3/1～3/15）

　賛否が分かれた案件を採決一覧表に、全会一致の案件は名称のみ掲載しま
した。なお、議案名は略して記載しています。

掲　載
ページ予　算　関　係

○平成３１年度公園墓地特別会計予算
○平成３０年度一般会計補正予算（第８号、９号）
○平成３０年度下水道事業特別会計補正予算
　（第３号）
○平成３０年度国民健康保険事業特別会計補正予算
　（第４号）
○平成３０年度公園墓地事業特別会計補正予算
　（第２号）
○平成３０年度介護保険特別会計補正予算（第４号）　
○平成３０年度後期高齢者医療特別会計補正予算
　（第２号）
○平成３０年度水道事業会計補正予算（第４号）

12
－

－

－

－
－

－

掲　載
ページ契　約　関　係　ほ　か

○工事請負変更契約「土地区画整理事業公共施設整備
　工事（花渕浜地区４工区）」
○工事請負変更契約「都市公園整備工事（表浜緑地）」

10

10

●全会一致の議案等
掲　載
ページ条　例　制　定　・　改　正

○職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
○都市計画税条例の一部改正
○災害弔慰金の支給に関する条例の一部改正
○心身障害者医療費の助成に関する条例の一部改正
○町民農園の設置及び管理に関する条例の一部改正
○給水条例の一部改正
○町道路線の廃止、認定、変更（３議案）

10
10
10
10
10
10
10

○賛成　　●反対　　議長（大町睦夫）は採決に加わらない。

●賛否が分かれた議案等
仁
田
　
秀
和

木
村
　
　
稔

熊
谷
　
明
美

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

佐
藤
　
壮一

安
倍
　
敏
彦

佐
藤
　
　
衞

渡
邉
　
　
淳

遠
藤
　
久
和

鈴
木
　
初
雄

我
妻
　
周
悦

佐
藤
　
梶
信

歌
川
　
　
渡

岡
﨑
　
正
憲

大
町
　
睦
夫

掲　載
ページ議　 案 　名

ー○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○11 210財産の交換、譲与に関する条例の一部改正 可決

9 ● ●11 2 ー○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成３１年度下水道事業特別会計予算 可決

● ○ ●11 2 ー○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成３１年度介護保険特別会計予算 可決9

ー○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○11 29平成３１年度国民健康保険事業特別会計予算 可決

9 ● ●11 2 ー○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成３１年度後期高齢者医療特別会計予算 可決

9 ● ●11 2 ー○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成３１年度水道事業会計予算 可決

9 ● ●11 2 ー○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成３１年度一般会計予算 可決

掲　載
ページ　請　　　願

○国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出
　を求める請願書

10

9

仁田　 秀和　・・・・・・・ 22ページ
○ 仙台港Ｃ重油流出事故による被害対策と救済について

遠藤　 久和　・・・・・・・ 20ページ
○ 防犯灯のＬＥＤ化に対する補助制度について
○ 学童保育の基準緩和について

⑮ しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 ⑭



一 般 質 問町の考えを聞く

長須賀多目的広場で自由な遊びを

　
　
菖
蒲
田
海
水
浴
場
に
隣

　
　
接
す
る
長
須
賀
多
目
的

広
場
整
備
事
業
は
、6.3
㌶
を

集
約
す
る
の
に
復
興
地
域
づ

く
り
と
し
て
加
速
化
事
業
費

を
獲
得
し
た
こ
と
は
高
く
評

価
し
た
い
。こ
の
事
業
は
、本

来
こ
の
地
域
で
望
ま
れ
て
い

る
計
画
で
は
な
く
、将
来
柔

軟
な
土
地
利
用
を
図
れ
る
よ

う
に
と
の
配
慮
が
あ
っ
て
、多

目
的
広
場
と
し
た
こ
と
は
理

解
し
て
い
る
。こ
の
予
算
枠

を
獲
得
す
る
ま
で
に
考
え
ら

れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
　
町
長　
本
地
域
の
目
的

　
　
は
、イ
ベ
ン
ト
を
通
し
た

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
再
構

築
と
強
化
を
考
え
た
。海
水

浴
場
の
背
後
地
と
し
て
の
環

境
整
備
、マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に

訪
れ
た
人
々
と
の
交
流
促
進

を
期
待
で
き
る
よ
う
な
場
所

に
し
た
い
が
、結
論
に
は
至
っ

て
い
な
い
。交
付
金
の
中
で

用
地
整
理
を
地
元
の
方
々
と

交
渉
し
工
事
造
成
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
計
画
地
区
の
排
水
計
画

　
　
の
考
え
方
は
。

　
　
復
興
推
進
課
長　
笹
山

　
　
団
地
の
排
水
路
が
使
え

る
か
実
施
設
計
で
判
断
す
る
。

放
流
先
の
権
利
者
へ
の
了
解

を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　

こ
の
事
業
が
平
成
32
年

　
　

に
整
備
さ
れ
、開
発
行

為
に
割
り
当
て
ら
れ
る
職
員

の
不
足
も
予
想
さ
れ
る
。誘

致
事
業
は
長
期
戦
略
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。事
業
を
決

定
す
る
際
の
判
断
を
考
え
、

官
民
と
連
携
し
た
取
り
組
み

が
望
ま
し
い
姿
で
は
な
い
か

と
思
う
。官
民
連
携
の
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
導

入
は
考
え
ら
れ
る
か
。

　
　

町
長　

こ
の
制
度
は
、

　
　
地
域
の
価
値
を
向
上
さ

せ
た
事
例
も
あ
る
。賑
わ
い

創
出
や
地
域
再
生
に
寄
与
す

る
働
き
も
あ
る
の
で
、制
度

導
入
を
広
場
整
備
の
実
現
と

合
わ
せ
、維
持
や
運
用
面
で

詳
細
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た

　
　
め
に
、広
い
視
野
で
判

断
が
で
き
る
組
織
や
事
業
決

定
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

　
　

情
報
を
収
集
し
、行
政

　
　
だ
け
で
は
な
く
幅
広
い

知
見
を
持
っ
た
方
々
に
相
談

し
た
い
。ま
た
、議
会
に
も
途

中
の
段
階
で
相
談
し
て
判
断

す
る
。

　
　
事
業
誘
致
や
誘
導
に
町

　
　
が
事
業
投
資
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
基
盤
と
な
る
多
目
的
広

　
　
場
を
整
備
し
た
後
に
、

実
現
性
が
高
く
収
益
の
可
能

性
が
あ
れ
ば
貸
し
出
す
ス
ペ

ー
ス
を
検
討
す
る
。基
本
的

に
造
成
は
行
政
で
上
部
は
民

間
で
の
思
い
が
強
い
。

　
　
地
方
創
生
交
付
金
や
民

　
　
間
都
市
開
発
の
資
金
の

調
達
は
考
え
ら
れ
る
か
。

　
　
本
工
事
の
進
捗
に
合
わ

　
　

せ
、具
体
的
な
利
活
用

の
運
用
を
決
め
る
ル
ー
ル
作

り
の
検
討
を
並
行
し
て
進
め

た
い
。交
付
金
や
民
間
開
発

資
金
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

も
っ
て
進
め
て
い
く
。い
ず
れ

に
し
て
も
地
権
者
の
皆
様
の

理
解
と
協
力
を
得
て
着
実
に

進
め
て
い
く
。

問

来
年
度
以
降
の
町
政
は

復
興
を
完
遂
し
果
敢
に
挑
戦
し
た
い

渡　邉　　淳
わ  た  な  べ　         あ  つ  し

町
長

長須賀広場に
　エリアマネジメント制度を

制度を詳細に検討する町長

岡　﨑　正　憲
  お  か  ざ  き　     ま  さ  の  り
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町
制
施
行
60
周
年
な
ど

　
　
の
記
念
事
業
が
実
施
さ

れ
た
。実
施
成
果
と
町
民
の

受
け
止
め
方
は
。

　
　

町
長　
６
月
か
ら
11
月

　
　
に
か
け
て
花
火
や
式
典

等
の
行
事
を
行
っ
て
き
た
。

好
評
で
あ
り
概
ね
成
功
し
た

も
の
と
の
印
象
で
あ
る
。節

目
に
あ
た
り
本
町
の
歴
史

や
未
来
を
感
じ
る
良
い
機

会
と
な
り
、特
に
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
の
写
真
集
は
明

る
い
話
題
を
振
り
ま
い
た

も
の
と
な
っ
た
。

　
　

手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
で

　
　

あ
っ
た
が
評
価
は
。

　
　

職
員
力
の
向
上
も
ひ
と

　
　
つ
の
目
標
に
し
て
い
た
。

今
後
も
力
を
合
わ
せ
成
し

遂
げ
る
努
力
を
し
た
い
。

　
　

長
須
賀
多
目
的
広
場
整

　
　

備
事
業
は
、自
由
度
の

高
い
広
場
に
す
る
た
め
の
基

盤
整
備
と
し
て
、平
成
32
年

度
の
完
成
を
め
ざ
す
こ
と
と

な
っ
た
。運
用
後
の
管
理
費

用
の
概
算
と
そ
の
財
源
は
。

　
　

町
長　
年
間
７
０
０
万

　
　
円
程
度
と
試
算
し
て
い

る
。財
源
は
町
単
独
費
と
な

り
、効
率
の
良
い
維
持
管
理

を
め
ざ
し
た
い
。

　
　
現
在
、飛
び
飛
び
に
あ

　
　
る
民
有
地
を
東
側
に
ま

と
め
た
い
と
あ
る
が
、交
渉

に
説
得
性
は
あ
る
の
か
。

　
　

候
補
地
の
ひ
と
つ
と
し

　
　

て
設
定
し
た
が
、地
権

者
の
意
向
に
沿
っ
た
交
渉
を

進
め
た
い
。

　
　

　
　
平
成
31
年
度
事
業
を
進

　
　
め
る
に
あ
た
り
、事
業

の
継
続
性
や
震
災
復
興
期

間
最
終
年
度
を
控
え
、町
長

と
し
て
の
任
期
を
迎
え
る

こ
と
に
対
し
て
の
覚
悟
は
。

　
　
町
長　
復
興
事
業
も
２

　
　
年
を
残
し
、ゴ
ー
ル
が
見

え
て
き
た
。気
を
抜
か
ず
最

後
ま
で
取
り
組
み
、事
業
を

完
遂
し
た
い
。

　

町
の
課
題
も
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
の
中
、本
町
で

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

公
共
交
通
の
利
便
性
や
地

域
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
課
題
に
、覚
悟
と
気
概
を

持
っ
て
引
続
き
果
敢
に
挑

戦
し
た
い
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
目
的
で
利
用

　
　

し
た
い
場
合
等
、全
体

を
調
整
す
る
体
制
が
と
れ

る
の
か
。

　
　
実
施
設
計
や
工
事
着
手

　
　

と
合
わ
せ
て
、具
体
的

な
利
用
方
法
や
ル
ー
ル
作
り
、

管
理
体
制
を
検
討
し
た
い
。

　
　
環
境
面
や
観
光
地
と
し

　
　
て
も
最
高
の
立
地
条
件

で
あ
り
、誇
り
で
も
あ
る
。次

世
代
へ
残
す
大
き
な
財
産
と

す
る
た
め
の
将
来
構
想
は
。

　
　
業
務
系
観
光
用
地
を
基

　
　

本
と
し
、多
目
的
広
場

建
設
も
含
め
た
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
た
い
。

　

本
町
の
自
然
景
観
を
守

り
、雇
用
確
保
等
の
効
果
が

あ
る
民
間
利
用
を
積
極
的

に
検
討
し
た
い
。ま
た
、く

つ
ろ
ぎ
の
空
間
と
し
て
親
し

ま
れ
る
場
所
で
あ
り
た
い
。

問答

問答

答

答

問 問

問

答

答

問答

問答

答 問

問答

問答
　

地
域
に
お
け
る
良
好
な
環

境
や
地
域
の
価
値
を
維
持・向

上
さ
せ
る
た
め
の
、住
民・事

業
主・地
権
者
等
に
よ
る
主
体

的
な
取
組
み
の
こ
と
で
あ
る
。

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

ひ 

と 

口 

メ 

モ

30
年
度
事
業
の
評
価

答問

31
年
度
事
業

　
　
　
　
　
（ 

長
須
賀
多
目
的
広
場 

）

来
年
度
以
降
の
町
政
は

問答

か
ん    

す
い

お
お
む

き
が
い

長須賀の未来は



一 般 質 問町の考えを聞く

空き家対策が必要では
  (土地カツnetより引用)

　
　

児
童・生
徒
の
減
少
で
、

　
　

登
下
校
時
の一
人
歩
き

が
見
ら
れ
る
の
で
、人
家
の

少
な
い
場
所
や
危
険
な
通
学

路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

べ
き
で
あ
る
。ま
た
、交
通
事

故
防
止
や
犯
罪
等
の
抑
止
力

と
し
て
、主
要
信
号
機
等
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
べ
き

と
思
う
が
、町
長
の
考
え
は
。

　
　
町
長　
本
町
の
犯
罪
率

　
　

は
、県
内
で
は
２
番
目

に
低
い
が
、通
学
路
の
合
同

点
検
や
啓
発
看
板
な
ど
の
設

置
を
進
め
て
い
る
。警
察
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
住

民
に
よ
る
見
守
り
と
、下
校

時
刻
に
合
わ
せ
た
町
内
放
送

の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、信
号
機
へ
の
設
置
は
、

警
察
か
ら
は
設
置
で
き
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
犯
罪
の
抑
止
力
が
期
待
で

き
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、

必
要
性
や
設
置
場
所
等
を
含

め
検
討
し
た
い
。

　
　
犯
罪
率
が
少
な
い
か
ら

　
　
安
心
だ
と
は
限
ら
な
い

と
思
う
。犯
罪
が
な
く
て
当

然
で
あ
り
、そ
の
た
め
の
備

え
は
必
要
で
あ
る
。本
町
の

対
策
は
万
全
な
の
か
。

　
　

ま
っ
た
く
万
全
と
は
思

　
　
っ
て
い
な
い
。防
犯
カ
メ

ラ
に
よ
っ
て
、犯
罪
が
解
決
さ

れ
て
い
る
の
は
認
識
し
て
い

る
。防
犯
カ
メ
ラ
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

試
験
的
に
、何
箇
所
か

　
　
設
置
し
て
み
て
は
ど
う

か
。ま
た
、町
民
に
Ｐ
Ｒ
し
て

安
心
を
与
え
る
考
え
は
。

　
　

多
賀
城
市
も
設
置
し
て

　
　
い
る
の
で
、経
費
や
効

果
な
ど
調
査
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
　

信
号
機
へ
の
設
置
が
で

　
　
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

電
柱
に
設
置
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
と
思
う
が
。ま
た
、

可
動
式
に
す
れ
ば
効
率
的
だ

と
思
う
が
。

　
　
い
ろ
い
ろ
な
機
種
が
あ

　
　
る
の
で
、ど
こ
に
設
置

す
る
か
や
映
像
の
転
送
方
式

な
ど
を
調
査
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
　

来
年
の
、４
０
０
周
年

　
　
祭
は
ど
の
よ
う
な
内
容

案
か
。ま
た
、30
周
年
は
ど
の

よ
う
な
事
業
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　

プ
リ
マ
ス
で
は
、数
年
前

か
ら
個
人
や
企
業
に
よ
る

献
金
や
寄
付
を
募
っ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、財
源
確

保
の
た
め
に
、ふ
る
さ
と
納

税
や
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
活

用
す
る
考
え
は
。

　
　

町
長　

プ
リ
マ
ス
か
ら

　
　
は
４
月
の
記
念
祝
賀
会

に
招
待
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

９
月
の
船
出
祭
と
し
て
、伝

統・文
化
芸
術
へ
の
青
少
年
が

招
待
さ
れ
て
い
る
。11
月
の

感
謝
祭
は
、世
界
中
の
青
少

年
が
ろ
う
そ
く
や
ラ
ン
タ
ン

を
灯
し
、世
界
に
貢
献
す
る

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
事

業
で
あ
る
。30
周
年
事
業
は
、

プ
リ
マ
ス
に
と
っ
て一番
忙
し

い
年
に
な
る
の
で
、再
来
年
の

訪
問
時
に
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、プ
リ
マ

ス
と
相
談
し
て
決
め
た
い
。

ま
た
、財
源
確
保
の
手
法
な

ど
も
検
討
し
た
い
。

　
　

せ
っ
か
く
の
機
会
で
あ

　
　

り
、吉
田
浜
獅
子
舞
や

Ｎ
a
Ｎ
a
５
９
３
１
な
ど
、

よ
り
多
く
の
青
少
年
を
参
加

さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
時
間
も
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、財
源
の
確
保
と
日
程
を

早
急
に
協
議
す
る
考
え
は
。

　
　
ぜ
ひ
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

　
　
検
討
し
た
い
。ま
た
、な

る
べ
く
早
く
プ
リ
マ
ス
の
意

向
を
聞
い
て
、財
源
も
確
保

も
し
た
い
。

問

空
き
家
対
策
等
の
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は

時
間
を
か
け
て
検
討
す
る

町
長

防犯カメラの設置を

抑止力として検討したい町長

安　倍　敏　彦
  あ    ん    べ　       と  し  ひ  こ

佐　藤　　衞
  さ    と    う　          ま  も  る
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本
町
に
は
、現
在
66
件

　
　
の
空
き
家
が
あ
り
、そ

の
中
に
特
定
空
き
家
と
思
わ

れ
る
家
屋
が
15
件
存
在
す
る
。

防
犯・防
災
の
観
点
か
ら
現

場
視
察
を
し
た
。調
査
結
果

は
、利
活
用
可
能
な
空
き
家

（
空
き
家
バ
ン
ク
等
）が
７
件
、

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

空
き
家
が
８
件
。そ
の
う
ち
、

第
三
者
へ
の
影
響
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
危
険
な
空
き
家
が

５
件
と
判
定
し
た
。中
で
も

最
も
危
険
で
解
体
が
急
が
れ

る
空
き
家
が
１
件
あ
り
、今

後
の
対
策・対
応
と
し
て
、委

員
会
で
は
行
政
代
執
行
な
ど

の
提
案
が
あ
っ
た
。

　
国
が
平
成
27
年
５
月
26
日

に
、空
き
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法（
空

き
家
法
）を
施
行
し
た
。適
切

な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

空
き
家
等
が
、防
災
や
衛
生
、

景
観
等
、地
域
住
民
の
生
活

環
境
に
深
刻
な
影
響
を
お
よ

ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、地
域

住
民
の
生
命
や
身
体
、財
産

を
保
護
す
る
と
と
も
に
、そ

の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。空
き

家
法
に
基
づ
き
適
正
に
管
理

す
る
条
例
を
制
定
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
町
長　
条
例
を
作
ら
な

　
　
く
て
も
現
行
の
法
律
の

中
で
で
き
る
。確
か
に
条
例

が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
果

が
出
る
と
思
う
の
で
、時
間

を
か
け
て
検
討
す
る
。

　
　
空
き
家
の
除
去
や
利
用

　
　
可
能
な
空
き
家
改
修
に
、

所
要
経
費
の一
部
を
補
助
す

る
考
え
は
。

　
　

補
助
金
を
交
付
し
、撤

　
　

去・改
修
し
た
後
に
売

却
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る

と
、個
人
の
利
益
を
生
む
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
、補
助
の

考
え
は
な
い
。

　
　
空
き
家
活
用
の
包
括
的

　
　

な
対
策
と
し
て
、子
育

て
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
向
け

に
改
修
を
行
い
、入
居
者
の

負
担
軽
減
等
を
図
る
考
え
は
。

　
　
未
活
用
空
き
家
を
促
進

　
　
す
る
目
的
の
助
成
は
、

費
用
対
効
果
等
や
本
町
の
空

き
家
状
況
を
考
え
慎
重
に
検

討
し
た
い
。

　
　

　
　
最
も
危
険
で
解
体
が
急

　
　
が
れ
る
特
定
空
き
家
等

に
対
し
行
政
代
執
行
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
個
人
の
財
産
で
あ
る
家

　
　
の
撤
去
を
行
う
こ
と
は

極
め
て
難
し
く
、現
時
点
で

の
行
政
代
執
行
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
２
月
の
町
広
報
に
空
き

　
　
家
バ
ン
ク
を
掲
載
し
た

が
町
民
の
関
心
は
。

　
　

３
月
８
日
ま
で
に
、２

　
　
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、そ
の
う
ち
登
録
は
１
件

で
、関
心
は
高
く
な
い
も
の

と
推
測
す
る
。

問

答

問答

答

問

問

答

答

問答

問答

プ
リ
マ
ス
４
０
０
周
年
祭
と

　
　
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
事
業
は

早
く
プ
リ
マ
ス
と
相
談
し
て
決
め
た
い

町
長

問

問答

問答

４００年前にプリマスへ渡った
メイフラワー号

問答

答



一 般 質 問町の考えを聞く

　
　
本
町
の
子
ど
も
医
療
費

　
　
助
成
制
度
に
は
所
得
制

限
が
あ
り
、子
ど
も
を
も
つ

保
護
者
か
ら
は「
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限

を
撤
廃
し
て
ほ
し
い
」と
い

う
要
望
が
引
き
続
き
出
さ
れ

て
い
る
。さ
ら
に
、保
護
者
以

外
の
方
々
か
ら
も「
子
ど
も

が
親
の
所
得
に
よ
っ
て
区
別

さ
れ
る
の
は
ど
う
な
の
か
。

子
ど
も
に
は
分
け
隔
て
な
い

寛
大
な
愛
情
を
持
っ
た
対
応

を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
」と

い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。18
歳
以
下
の
子
ど
も
の

人
数
は
。

　
　
町
長　
平
成
30
年
10
月

　
　
１
日
現
在
で
２
９
０
２

人
で
あ
る
。

　
　
医
療
費
助
成
対
象
外
に

　
　

な
っ
て
い
る
子
ど
も
の

所
得
制
限
を
撤
廃
し
た
場
合
、

新
た
な
撤
廃
分
の
み
の
助
成

の
試
算
金
額
は
。

　
　
平
成
30
年
度
当
初
予
算

　
　
ベ
ー
ス
で
試
算
す
る
と
、

一
人
当
た
り
の
助
成
額
は
３

万
円
で
あ
り
、所
得
制
限
外

の
撤
廃
に
よ
る
見
込
み
人
数

５
９
４
人
で
計
算
し
た
場
合
、

１
７
８
２
万
円
で
あ
る
。

　
　
県
内
、35
市
町
村
中
、子

　
　
ど
も
医
療
費
助
成
の
所

得
制
限
を
撤
廃
し
て
い
る
自

治
体
は
23
市
町
と
約
３
分
の

２
を
占
め
て
い
る
。本
町
で

も
分
け
隔
て
な
く
子
育
て
世

帯
を
支
援
し
、子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
を

撤
廃
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

財
政
面
で
も
厳
し
く
、

　
　

本
町
で
は
、あ
る
程
度

の
所
得
の
あ
る
世
帯
へ
の
助

成
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
　
平
成
29
年
に
行
政
側
が

　
　
行
っ
た
地
区
と
の
意
見

交
換
会
で「
子
ど
も
医
療
費

助
成
の
所
得
上
限
を
撤
廃
し

て
ほ
し
い
」と
要
望
が
出
て

い
た
が
、町
長
の
回
答
で
は
、

「
本
町
で
は
、県
の
ル
ー
ル
や

近
隣
自
治
体
を
見
な
が
ら
決

め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」と

の
回
答
で
あ
っ
た
が
、「
県
の

ル
ー
ル
」と
は
何
か
。

　
　
義
務
教
育
就
学
前
ま
で

　
　
の
入
通
院
無
料
化
が
県

の
現
状
で
あ
る
。

　
　
そ
の
中
で
、「
近
隣
自
治

　
　
体
を
見
な
が
ら
決
め
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」と
の
回

答
で
あ
っ
た
が
、な
ぜ
、納
税

者
で
あ
り
、主
権
者
で
あ
る

住
民
の
要
求
や
要
望
を
最
優

先
に
せ
ず
、近
隣
自
治
体
を

見
て
決
め
る
の
か
。町
長
は

ど
の
方
向
を
最
優
先
に
見
て

い
る
の
か
。町
民
と
し
て
は
、

近
隣
自
治
体
よ
り
も
自
分
達

の
暮
ら
し
を
見
て
判
断
し
て

頂
き
た
い
と
思
う
の
は
当
然

で
は
な
い
の
か
。

　
　

あ
く
ま
で
も
、こ
の
制

　
　
度
は
経
済
的
負
担
の
軽

減
で
あ
る
。

　

同
じ
生
活
圏
、医
療
圏
で

あ
る
多
賀
城
市
や
塩
釜
市
で

は
所
得
制
限
を
撤
廃
し
て
い

な
い
。

問

答

問答

答 問

答

問

問

答

※
そ
の
他
に
も
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

「
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
子
ど
も
の
支
援
に
つ
い
て
」

　
　
所
得
制
限
を
上
回
る
家

　
　
庭
で
も
、生
活
に「
ゆ
と

り
」と
い
う
観
点
か
ら
見
た

場
合
、全
て
の
家
庭
に
あ
て

は
ま
る
の
か
。少
し
の
差
で

制
限
内
と
制
限
外
の
世
帯
の

場
合
、生
活
水
準
が
逆
転
す

る
例
外
的
な
環
境
に
置
か
れ

て
い
る
子
ど
も
の
ケ
ー
ス
も

あ
り
、子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
所
得
制
限
の
撤
廃
は

検
討
す
べ
き
価
値
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
国
が
子
ど
も
医
療
費
の

　
　
無
料
化
の
底
上
げ
を
図

っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う

思
い
が
あ
る
。自
治
体
は
、一

体
と
な
っ
て
国・県
に
働
き
か

け
て
い
く
の
が
本
旨
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

答 問

 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
済
み
地
区
へ
の
補
助
は

今
回
の
制
度
で
は

　
　
　
　

適
用
で
き
な
い

木　村　　稔
き　む　ら             み  の  る

町
長

　
　
昨
年
の
12
月
定
例
会
に

　
　
お
い
て
L
E
D
化
補
助

制
度
を
検
討
中
と
の
回
答
が

あ
り
、今
年
度
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
る
。補
助
対
象
事

業
の
具
体
的
内
容
は
。

　
　
町
長　
水
銀
灯
や
蛍
光

　
　

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
し
た
防
犯
灯
の
修
理
で

あ
る
。

　
　
新
た
な
防
犯
灯
の
設
置

　
　
に
補
助
の
適
用
は
。

　
　

既
存
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

　
　

Ｄ
化
で
あ
り
、新
設
に

は
適
用
し
な
い
。

　
　
補
助
制
度
適
用
期
間
と

　
　
補
助
率
は
。

　
　
２
０
１
９
年
度
か
ら
３

　
　

カ
年
で
あ
り
、補
助
率

は
２
分
の
１
で
あ
る
。

　
　
地
区
の
予
算
の
都
合
も

　
　

あ
り
、期
間
内
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
は
ど
う
対
処

す
る
の
か
。

　
　
　
　

　
　

　
　
　
　

　
　
２
０
１
９
年
度
以
前
に

　
　
工
事
を
し
た
地
区
か
ら

区
長
会
に
お
い
て「
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
へ
の
補
助
は
な
い
の
か
」と

の
質
問
に「
補
助
は
な
い
」と

回
答
が
あ
っ
た
。本
来
違
う

事
業
用
の
予
算
を
複
数
年
か

け
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
し
た

地
区
が
あ
る
。こ
の
よ
う
な

地
区
へ
の
補
助
は
考
え
な
い

の
か
。

　
　
気
持
ち
は
十
分
理
解
で

　
　
き
る
が
今
回
の
補
助
制

度
に
は
適
用
で
き
な
い
。

問

問

答

子ども医療費助成制度の
　　　　　所得制限の撤廃を

財政面で厳しく
　　　　想定していない

遠　藤　久　和
え  ん  ど  う   　  ひ  さ  か  ず

町長

　
雇
用
上
限
は
１
年
を
原
則
。

再
雇
用
の
場
合
も
、国
の
公
募

制
に
な
ら
っ
て
上
限
３
年
と
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
と
は

ひ 

と 

口 

メ 

モ

問答問

答

問答

答

　
　

　
　

共
働
き
や一
人
親
家
庭

　
　
の
小
学
生
が
過
ご
す
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保

育
）に
、政
府
は
職
員
の
複
数

配
置
を
義
務
付
け
た
基
準
を

緩
和
す
る
と
決
め
た
。現
行

の
基
準
は
、全
国一律
で
１
カ

所
に
つ
き
職
員
２
人
以
上
の

配
置
を
義
務
付
け
て
お
り
、

う
ち
１
人
は
保
育
士
や
教
員

免
許
な
ど
を
持
つ
人
で
、専

門
研
修
を
受
け
た
放
課
後
児

童
支
援
員
と
定
め
て
い
る
。

こ
れ
を
拘
束
力
の
な
い
参
考

基
準
に
し
、各
自
治
体
の
裁

量
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
る

こ
と
か
ら
、子
ど
も
の
安
全

な
ど
保
育
の
質
に
格
差
が
生

じ
る
不
安
が
で
て
い
る
。本

町
の
現
況
は
。

　
　
町
長　
４
カ
所
の
児
童

　
　

数
は
１
９
２
人
で
あ
る
。

支
援
員
は
常
勤
15
人
、雇
用

ベ
ー
ス
で
18
人
で
あ
る
。

　
　
昨
年
と
比
較
し
児
童
数

　
　
に
対
し
支
援
員
の
数
は
。

　
　
地
域
福
祉
課
長　
常
駐

　
　
の
支
援
員
は
さ
く
ら
児

童
保
育
館
は
１
人
減
の
３
人
、

ま
つ
か
ぜ
児
童
保
育
館
は
１

人
減
の
４
人
で
あ
り
、児
童

数
に
対
し
標
準
化
を
図
っ
た
。

　
　

国
の
従
う
べ
き
基
準
か

　
　
ら
地
方
の
裁
量
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
る
と
、ど
う
し
て
も

減
っ
て
し
ま
う
。基
準
内
だ

か
ら
大
丈
夫
と
な
っ
て
し
ま

う
。そ
こ
が
保
護
者
の
心
配

し
て
い
た
こ
と
だ
。

　
　

　
　
町
長　
平
成
32
年
４
月

　
　
か
ら
会
計
制
度
任
用
職

員
が
始
ま
る
。指
定
管
理
者

へ
の
委
託
か
職
員
と
し
て
の

採
用
か
の
選
択
が
迫
ら
れ
る
。

　

今
後
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
を
考
え
な
い
と
運
営
が
難

し
く
な
る
。

　
　
支
援
員
の
み
で
現
場
の

　
　
対
処
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。現
在
の
講
習
の
ほ

か
資
質
向
上
研
修
や
巡
回
支

援
員
等
の
活
用
で
日
々
の
問

題
等
に
共
通
対
応
を
図
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
地
域
福
祉
課
長　
調
べ

　
　
て
検
討
し
た
い
。

　
　
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

問

答問答問

答問答

明るさに差はないのに

子どもたちの笑顔も
外部委託なの

子ども医療費を公平に 放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

　
　
　
　
　 

質
の
確
保
を

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
の

　
　
　
　

検
討
が
必
要
に
な
る

町
長
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一 般 質 問町の考えを聞く

　
　

原
因
者
が
、油
の
付
着

　
　
し
た
海
苔
や
い
か
だ
の

回
収
や
焼
却
も
責
任
を
持
つ

べ
き
だ
が
、町
と
し
て
も
養
殖

再
開
に
向
け
て
速
や
か
な
対

応
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

　
　
税
金
投
入
は
難
し
い
が
、

　
　

漁
業
者
へ
の
生
活
資
金

な
ど
情
報
収
集
し
な
が
ら
、

で
き
る
限
り
の
対
処
を
し
て

い
き
た
い
。

　
　
い
か
だ
の
撤
去
作
業
等

　
　

の
経
費
は
、国
と
県
か

ら
２
０
０
０
万
円
の
補
助
金

が
あ
っ
た
が
、す
で
に
枯
渇
し

た
と
の
こ
と
で
不
十
分
で
あ

る
。海
苔
の
未
収
穫
期
間
に

対
す
る
支
援
と
し
て
、日
当

等
を
国
や
県
と
連
携
し
て
支

給
す
る
考
え
は
。

　
　
町
は
生
活
資
金
を
無
利

　
　

子
で
３
０
０
万
の
貸
し

付
け
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

が
、今
後
出
て
く
る
資
材
購

入
費
等
の
資
金
繰
り
の
懸
念

は
し
て
い
る
。

　
原
因
者
の
補
償
な
ど
が
明

確
に
な
っ
て
か
ら
で
な
い
と

回
答
し
か
ね
る
が
、今
後
ど

う
な
の
か
、漁
協
に
聞
き
た

い
と
思
う
。

　
　
町
の
貸
付
金
を
利
用
し

　
　
よ
う
と
し
て
い
る
方
は

少
数
で
、使
い
づ
ら
い
と
の
こ

と
。条
例
の
運
用
方
向
を
変

更
す
る
考
え
は
。

　
　
副
町
長　
町
に
は
貸
付

　
　

だ
け
で
は
な
く
、回
収

の
義
務
も
あ
る
。設
置
に
あ

た
り
漁
協
と
協
議
し
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
漁
協
か
ら
変
更

の
要
求
は
来
て
い
な
い
が
、広

く
解
釈
し
た
い
と
思
う
。

　
　
海
底
に
沈
ん
だ
油
の
清

　
　
掃
の
支
援
の
考
え
は
。

　
　

町
長　

今
回
は
、仙
台

　
　

港
周
辺
の
６
つ
の
地
点

で
土
砂
な
ど
の
海
底
調
査
を

行
い
、油
の
検
出
が
な
か
っ
た
。

今
後
、い
か
だ
を
撤
去
し
た

後
に
、刺
し
網
漁
と
関
連
す

る
と
こ
ろ
の
海
底
調
査
を
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。結
果

を
見
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
　
今
後
の
対
策
と
し
て
、

　
　
港
湾
管
理
者
等
に
オ
イ

ル
フ
ェ
ン
ス
等
の
設
備
拡
充

な
ど
を
促
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
今
後
被
害
が
な
い
よ
う
、

　
　
さ
ら
に
は
迅
速
な
対
応

す
る
よ
う
促
し
た
い
。

　
　
町
内
の
燃
料
販
売
業
者

　
　
等
関
連
企
業
に
対
し
て
、

指
名
競
争
入
札
な
ど
を
優
先

的
に
し
て
地
域
経
済
の
復
興

を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
本
年
１
月
20
日
に
発
生

　
　
し
た
仙
台
港
Ｃ
重
油
流

出
事
故
に
よ
り
、本
町
の
海

苔
生
産
と
出
荷
が
停
止
し
た
。

震
災
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
た
が
、養
殖
者
の
努
力
に

よ
り
生
産
を
再
開
し
た
。ま

さ
に
収
穫
の
最
盛
期
で
あ
り
、

漁
業
者
の
落
胆
ぶ
り
は
大
変

な
も
の
で
あ
る
。事
故
の
原

因
者
で
あ
る
井
本
商
運
㈱
の

責
任
を
追
及
し
補
償
を
求
め

て
い
く
考
え
は
。

　
　
町
長　
こ
の
件
は
原
因

　
　

者
と
被
害
者
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
。原
因
者
で
あ

る
井
本
商
運
が
補
償
す
る
こ

と
が
当
然
で
あ
る
が
、現
在

双
方
の
弁
護
人
が
対
応
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、現
段
階
で
は

町
が
関
与
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

問答

問

答 問 答

問答

入
居
者
の
年
齢
制
限
廃
止
と

　
　
　
　
　
　
　
家
賃
軽
減
の
周
知
を

廃
止
の
考
え
は
な
い

　
ま
た
、申
請
書
の
中
で
周
知
し
て
い
る

町
長

町長

問答

問 答

　
　
町
内
の
燃
料
組
合
等
に

　
　

は
、公
共
施
設
等
を
優

先
的
に
お
願
い
を
し
て
い
る
。

今
後
も
で
き
る
だ
け
お
願
い

を
し
た
い
。

　
　
油
流
出
事
故
は
全
国
区

　
　

で
報
道
さ
れ
、風
評
被

害
が
懸
念
さ
れ
る
。町
長
自

ら
が
メ
デ
ィ
ア
に
露
出
し
て
、

本
町
の
水
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　

機
会
が
あ
れ
ば
、是
非

　
　
メ
デ
ィ
ア
に
出
て
風
評

被
害
を
払
拭
し
た
い
と
思
う
。

問

問答 答

安
い
設
定
な
の
で
実
施
の
考
え
は
な
い

町
長

情
報
収
集
し
で
き
る
限
り
対
処
し
た
い

仁　田　秀　和
に　っ　た     　    ひ   で   か   ず

　
　
甚
大
な
被
害
拡
大
の
原

　
　
因
は
県
仙
台
水
産
漁
港

部
お
よ
び
海
上
保
安
部
の
初

動
対
応
に
問
題
が
あ
っ
た
の

で
は
。

　
　
町
長　
海
上
保
安
部
が

　
　
現
場
に
到
着
し
た
の
は

事
故
発
生
後
約
４
時
間
で
、一

部
の
重
油
は
港
外
に
流
出
。

原
因
者
の
船
外
流
出
発
見
の

遅
れ
が
原
因
。

　　
　
原
因
者
の
責
任
保
険
限

　
　
度
額
を
超
え
た
分
の
補

償
の
全
面
救
済
の
対
応
は
。

原
因
者
に
全
補
償
を
県
と
共

に
強
く
求
め
る
べ
き
。

　
　
双
方
の
弁
護
人
が
対
応
。

　
　

町
は
関
与
で
き
な
い
。

経
過
を
注
視
し
た
い
。

　
　

　
　

　
　
「
敬
老
祝
い
」事
業
と
し

　
　
て
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
敬
老
祝
い
事
業
は
敬
老

　
　
の
意
を
表
す
こ
と
が
目

的
で
、運
動
の
提
供
や
健
康

増
進
事
業
と
は
違
う
性
質
の

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
家
賃
の
減
免
等
の
対
象

　
　

と
な
り
得
る一
般
入
居

者
に
対
し
、町
営
住
宅
条
例

等
で
低
所
得
入
居
者
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。減
免
申
請

等
を
周
知
す
る
考
え
は
。

　
　
家
賃
減
免
の
対
象
者
に

　
　
な
り
得
る
入
居
者
に
対

し
、平
成
31
年
度
の
家
賃
等

の
通
知
の
際
、減
免
申
請
書

等
を
同
封
し
、申
請
を
周
知

し
て
い
る
。

　
　
医
療
給
付
費
の
増
加
抑

　
　

制
に
つ
な
が
り
、相
乗

効
果
に
な
る
の
で
は
。

　
　
医
療
費
抑
制
に
は
運
動

　
　
の
機
会
の
提
供
と
継
続

で
病
気
予
防
が
必
要
で
あ
る
。

年
会
費
や
利
用
料
は
安
く
設

定
し
て
い
る
の
で
実
施
の
考

え
は
な
い
。

問答

問答

重油流出事故で被害者の
　　　　全面賠償と再発防止を

民間同士の問題で
　弁護人の対応を注視したい

歌　川　　渡
う  た   が   わ 　　  わ  た  る

問答

　
　

海
苔
卸
や
販
売
業
者
、

　
　
燃
料
販
売
店
等
の
二
次

被
害
事
業
者
救
済
の
現
在
の

取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
県
は
す
で
に
中
小
企
業

　
　

安
定
資
金
等
を
低
金

利・低
保
証
料
で
設
け
、受
付

を
し
て
い
る
。

　
　
二
次
被
害
事
業
者
へ
の

　
　
無
利
子
融
資
の
支
援
を

県
に
求
め
る
考
え
は
。町
独

自
支
援
を
講
ず
る
考
え
は
。

　
　
二
次
被
害
事
業
者（
焼

　
　
海
苔
加
工・燃
料
販
売
）

へ
の
影
響
が
出
る
の
は
４
〜

５
月
頃
。現
時
点
で
の
判
断

は
難
し
い
。

　
　
全
被
害
者
に
国
保
税
や

　
　
町
県
民
税
の
免
除
を
県

と
共
に
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
今
回
の
事
故
は
自
然
災

　
　
害
で
は
な
く
原
因
者
が

い
る
。賠
償
金
な
ど
見
込
め

る
こ
と
か
ら
、現
時
点
で
の

考
え
は
な
い
。

答 問答 問 答 問

　
　

町
営
住
宅
条
例（
入
居

　
　

者
の
資
格
）で
単
身
入

居
者
年
齢
を「
60
歳
以
上
の

者
」と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。廃
止
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長　
年
齢
制
限
を
廃

　
　

止
す
る
と
す
べ
て
の
単

身
者
が
対
象
と
な
る
。入
居

希
望
者
が
増
え
る
こ
と
も
あ

り
、高
齢
者
や
障
害
者
の
入

居
を
優
先
に
し
て
い
る
。廃

止
の
考
え
は
な
い
。

　
　
75
歳
以
上
の
町
内
利
用

　
　
者
の
会
員
登
録
者
数
と
、

全
会
員
に
占
め
る
割
合
は
。

　
　

町
長　

１
０
７
人
で
、

　
　

全
会
員
１
１
２
９
人
の

９・48
％
で
あ
る
。

答 問

問答

答 問

問答

町
長

高
齢
者
の
ア
ク
ア
リ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
年
会
費
を
無
料
に

の
り
養
殖
再
開
に
向
け
速
や
か
な
対
応
を
　
　
　
　
　
　
　

養殖者の無念の想いが詰まった海苔
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一 般 質 問町の考えを聞く

　
　

相
談
や
カ
フ
ェ
等
は
医

　
　
療
機
関
で
開
催
し
て
い

る
。広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
が
ん
に
関
す
る
情
報
提
供

を
す
る
。

　
　
任
意
検
査
で
は
あ
る
が
、

　
　
中
学
校
の
健
康
診
断
で

感
染
検
査
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　

予
防
や
喫
煙
の
害
と
健
康
な

ど
の
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

が
ん
の
治
療
法
に
よ
っ

　
　
て
は
患
者
の
体
に
傷
跡

が
残
っ
た
り
、脱
毛
と
い
っ
た

外
見
の
変
化
を
生
じ
る
こ
と

も
あ
る
。が
ん
の
治
療
を
し

た
人
の
社
会
参
加
を
応
援
す

る
た
め
に
、医
療
用
ウ
ィッ
グ

購
入
費
助
成
の
考
え
は
。

　
　
新
年
度
４
月
か
ら
助
成

　
　
を
実
施
す
る
。

　
　
助
成
額
の
上
限
と
手
続

　
　
き
方
法
は
。

　
　
健
康
増
進
課
長　
上
限

　
　

額
は
２
万
円
で
、申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
女
性
の
部
位
別
１
位
は

　
　

乳
が
ん
で
あ
る
。術
後

の
補
正
下
着
や
補
整
パ
ッ
ト

な
ど
、乳
房
補
整
具
の
購
入

費
を
助
成
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長　
現
時
点
で
は
未

　
　

定
だ
が
、す
で
に
実
施

し
て
い
る
自
治
体
の
情
報
を

収
集
し
た
い
。

　
　
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に

　
　
１
度
で
あ
る
が
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
で
60
％
が
発
見
で

き
る
。入
浴
時
に
使
え
る
自

己
診
断
の
た
め
の
チ
ェッ
ク
シ

ー
ト
を
配
布
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
町
単
独
で
は
作
成
し
て

　
　
い
な
い
が
、広
報
紙
に
セ

ル
フ
チ
ェッ
ク
の
方
法
を
イ
ラ

ス
ト
入
り
で
掲
載
し
て
い
る
。

検
診一
括
申
し
込
み
を
送
付

す
る
際
も
同
封
し
て
お
り
、

入
浴
時
に
使
え
る
耐
水
タ
イ

プ
の
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

　
　
の
各
種
相
談
窓
口
や
カ

フ
ェ
、サ
ロ
ン
を
開
催
し
、情

報
交
換
の
場
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無

　
　
や
胃
の
萎
縮
度
を
調
べ

る「
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査
」を

町
で
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長　
国
は
対
策
型
検

　
　
診
と
し
て
推
奨
し
て
お

ら
ず
町
単
独
で
の
実
施
は
む

ず
か
し
い
。

　
　
ピ
ロ
リ
菌
検
査
や
除
菌

　
　
の
自
己
負
担
金
を
助
成

す
る
考
え
は
な
い
か
。　
　

　
　
医
師
等
の
審
議
会
で
有

　
　
効
性
が
確
認
さ
れ
て
お

ら
ず
現
時
点
で
の
助
成
は
考

え
て
い
な
い
。

　
　

今
や
、が
ん
は
死
の
病

　
　

で
は
な
く
、早
期
発
見

し
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ

と
で
社
会
復
帰
が
十
分
に
考

え
ら
れ
る
病
と
な
っ
て
い
る
。

が
ん
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め

に
早
期
発
見
や
早
期
治
療
が

大
切
で
あ
る
。過
去
の
受
診

率
と
今
後
の
啓
発
活
動
は
。

　
　
町
長　
過
去
５
年
間
の

　
　
が
ん
受
診
率
は
若
干
の

違
い
は
有
る
も
の
の
、ほ
ぼ

同
程
度
の
数
値
で
推
移
し

て
い
る
。今
後
も
受
診
率
向

上
を
図
る
た
め
申
し
込
み
の

際
の
チ
ラ
シ
配
布
や
広
報
紙

へ
の
掲
載
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
周
知
等
啓
発
活
動
を
し

て
い
く
。

　
　
文
科
省
の
新
し
い
学
習

　
　

指
導
要
領
に「
中
学
校

で
の
が
ん
教
育
」が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
が
、本
町
の
対

応
は
。

　
　
３
学
年
の
保
健
体
育
教

　
　

科
で
、生
活
習
慣
病
の

問答

問答

問 問答 答

問

答

町長

問 答

問答

問答 問答

問答
　
　
考
え
て
い
な
い
。

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
推
進
を

町
単
独
で
は
む
ず
か
し
い

町
長

町
長

外国人避暑地から見る表浜

完了した表浜津波防災緑地公園

が
ん
予
防
と
患
者
へ
助
成
と
支
援
を

医
療
用
ウ
ィッ
グ
購
入
費
の

　
　
　
　

助
成
を
実
施
す
る

熊　谷　明　美
く   ま   が   い      　    あ　け　み

　
　

三
大
外
国
人
避
暑
地

　
　
（
海
の
高
山
）表
浜
を
、

夏
季
の
海
水
浴
ば
か
り
で
な

く
、ビ
ー
チ
を
活
用
し
た
観

光
誘
致
と
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

「
サ
ッ
プ
」等
の
活
性
化
を
目

的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
教
室
実

習
の
体
験
が
楽
し
め
る
施
設

「
浜
茶
屋
」と
し
て
推
し
進
め

る
計
画
を
地
元
住
民
が
立
て

て
い
る
。建
設
は
民
間
が
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、県
か

ら
今
ま
で
の
組
織
表
浜
管
理

委
員
会
と「
海
の
家
」の
観
光

施
設
再
生
支
援
に
対
し
補
助

制
度
の
説
明
を
受
け
た
経
緯

が
あ
る
。町
有
地
に
建
設
は

可
能
か
。

　
　
町
長　
防
潮
堤
西
側
に

　
　
３
６
０・23
㎡
の
町
有
地

が
あ
る
。地
区
の
申
し
出
の

内
容
に
よ
っ
て
は
将
来
的
に

も
貸
し
出
し
は
可
能
で
あ
る
。

　
　

問答

表浜構想を民間の力で
制約するものではないので
　　　　　　　 可能である

佐　藤　梶　信
さ　と　う　　 か   じ   の   ぶ

　

表
浜
管
理
委
員
会
は
、婦

人
会
が
中
心
と
な
っ
て
運
営

し
て
い
る
の
で
極
め
て
実
現

性
が
あ
る
。町
と
し
て
は
制

約
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　

海
水
浴
の
期
間
は
、自

　
　
主
的
に
除
草
し
駐
車
場

の
確
保
や
町
営
ト
イ
レ
の
清

掃
、安
全
確
保
と
ゴ
ミ
等
の

処
理
の
環
境
美
化
を
図
っ
て

運
営
し
て
い
た
。緑
地
公
園

の
管
理
運
営
を
本
町
で
は
、

ど
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る

の
か
。

　
　

菖
蒲
田
浜
地
区
同
様
、

　
　
年
２
回
の
除
草
と
他
の

団
体
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
等
を

想
定
し
て
い
る
。

　
　
表
浜
管
理
委
員
会
に
委

　
　
託
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
限
定

　
　
で
あ
れ
ば
関
連
機
関
で

あ
る
海
上
保
安
部
等
の
許
可

が
必
要
で
あ
る
が
、海
水
浴

場
の
開
設
と
な
れ
ば
、そ
の

協
議
を
行
い
検
討
す
る
。

答 問答 問
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１
月
22
日
23
日
に
、空
き

家
対
策
に
取
組
ん
で
い
る
山

形
県
川
西
町
と
朝
日
町
を
視

察
研
修
し
ま
し
た
。

　

川
西
町
の
現
状
は
、空
き

家
１
５
３
件
の
う
ち
危
険
空

き
家
が
21
件
で
あ
る
。副
町

長
を
委
員
長
と
し
て
対
策
委

員
会
や
対
策
協
議
会
を
設
置

し
て
空
き
家
等
管
理
条
例
を

制
定
し
た
。

　
条
例
に
基
づ
き
特
定
空
き

家
２
件
を
行
政
代
執
行
で
解

体
し
、費
用
は
所
有
者
の
状

況
に
応
じ
て
支
払
い
体
制
を

組
ん
で
い
る
。代
執
行
を
行
っ

た
こ
と
は
、町
の
空
き
家
対

策
の
本
気
度
を
示
す
こ
と
と

な
っ
た
。

　

朝
日
町
は
、空
き
家
１
６

０
件
で
特
定
空
き
家
12
件
の

う
ち
危
険
家
屋
は
５
件
で
あ

る
。川
西
町
と
同
様
に
委
員

会
、協
議
会
で
の
条
例
制
定

を
し
て
い
る
。さ
ら
に
空
き

家
除
去
支
援
事
業
補
助
金
制

度
を
制
定
し
、解
体
費
の
２

分
の
１（
上
限
50
万
円
、地
元

業
者
施
工
の
場
合
70
万
円
）

で
平
成
30
年
４
月
か
ら
実
施

し
て
い
る
。空
き
家
等
改
修

補
助
金
制
度
も
経
費
の
２
分

の
１（
上
限
50
万
円
、要
件
に

よ
り
70
万
円
ま
で
の
加
算
あ

り
）で
あ
る
。ま
た
、除
去
支

援
補
助
金
と
し
て
１
２
０
０

万
円
を
予
算
化
し
て
い
る
。

　

両
町
と
も
、人
口
減
少
に

伴
う
少
子
高
齢
化
に
よ
る
、

空
き
家
の
増
加
に
対
応
し
た

「
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
」事

業
展
開
し
て
い
る
。

　

本
町
も
、早
急
に
取
組
む

課
題
と
実
感
し
た
。本
町
は

空
き
家
バ
ン
ク
を
設
置
し
た

と
の
事
で
あ
り
、今
後
の
推

移
を
見
て
調
査
を
終
了
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
後
は「
地
場

産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
の
現
状
に

つ
い
て
」調
査
し
ま
す
。

　
第
６
回
常
任
委
員
会
で
は
、

今
後
の
町
介
護
予
防
事
業
に

ど
う
反
映
す
べ
き
か
を
協
議

し
ま
し
た
。

　

第
７
回
常
任
委
員
会
は
、

病
院
の
中
に
あ
る
運
動
療
法

施
設「
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィッ
ト

ネ
ス
の
び
の
び
」を
視
察（
体

験
）し
ま
し
た
。内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
高
血
糖
、高
血
圧
症
、脂
質

異
常
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方
。

○
脳
血
管
障
害
や
整
形
疾
患
、

心
疾
患
な
ど
で
リ
ハ
ビ
リ
し

て
い
る
方
。

○
体
力
に
自
信
が
な
い
方
や

高
齢
者
の
方
。

○
医
師
か
ら
運
動
を
勧
め
ら

れ
て
い
る
方
。

○
そ
の
他
、今
は
健
康
だ
け

ど
病
気
に
な
り
た
く
な
い
と

思
っ
て
い
る
方
。

　
病
院
内
の
運
動
療
法
施
設

で
あ
り
、安
心
し
て
参
加
で

き
る
の
で
今
後
も
継
続
す
べ

き
で
す
。

　

第
８
回
常
任
委
員
会
は
、

ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ
お
よ
び

ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の
指
定
管
理

者
で
あ
る
グ
ラ
ン・ス
ポ
ー
ル

と
の
介
護
予
防
事
業
の
情
報

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
両
団
体
と
も
健
康
運
動
指

導
士
や
介
護
士
、看
護
師
、障

害
者
指
導
員
な
ど
の
有
資
格

者
が
充
実
し
て
お
り
ま
す
の

で
、町
介
護
予
防
事
業
と
の

連
携
は
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
常
任
委
員
会

で
は
、担
当
課
か
ら
介
護
予

防
事
業
の
現
状
と
課
題
の
説

明
を
受
け
、通
所
型
介
護
予

防
教
室「
楽
楽
元
気
ク
ラ

ス
」の
視
察
、山
形
県
上
山
市

の
事
業
お
よ
び
天
童
市
の
介

護
予
防
セ
ン
タ
ー「
歩
く
つ

る
か
め
」や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
リ

ハ
ビ
リ
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

川西町の取り組みを学びました

メディカルフィットネスを体験しました

通年議会について講演いただきました

これも議会の仕事ですこれも議会の仕事です

　
通
年
議
会
の
勉
強
会
に
東

北
大
学
大
学
院・河
村
和
徳

准
教
授
を
招
い
て
具
体
例
を

学
び
ま
し
た
。す
で
に
開
催

し
て
い
る
大
和
町
、色
麻
町

を
視
察
に
よ
り
開
催
後
の
影

響
等
を
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、２
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、条
例

や
先
例
集
、規
則
の
見
直
し

に
取
り
組
み
ま
し
た
。さ
ら

に
、住
民
の
方
々
へ
の
周
知
、

理
解
を
深
め
る
た
め
河
村
准

教
授
に
よ
る
講
演
会
を
２
月

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。参

加
者
か
ら
は
分
か
り
や
す
か

っ
た
と
の
好
評
を
得
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
は
６
月
定
例
会
に
向

け
て
準
備
、調
整
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

通
年
議
会

　
　
開
催
の
実
現
へ

議会
活性

議
会
活
性
化

　
検
討
特
別
委
員
会

　
　
　
　 

中
間
報
告

空
き
家
対
策

　
　
　
に
つ
い
て

総
務
産
業
常
任
委
員
会

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

教育
民生

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総務
産業

ら    

ら

議会報告・懇談会を

　  開 催 し ま す

※議会だより№１３９と広報しちがはま５月号を持参願います。
　対象地区以外の方でも受付けますので、都合の良い会場にお越しください。

班編成

１班

２班

  ５月1８日
     （土）

開催日 時　　間 会　　場 対　象　地　区 班

要害・御林地区避難所 御　　林 ３班

要害・御林地区避難所 要　　害 ３班

２班湊　　浜湊浜地区避難所

１班亦楽地区公民分館 亦　　楽

吉　田　浜 ３班吉田浜コミュニティセンター

３班松ヶ浜地区避難所 松　ヶ　浜

２班菖蒲田浜地区避難所 菖 蒲 田 浜

２班汐見台第2公民分館 汐　見　台

１班汐見台南第1集会所 汐 見 台 南

・歌川　渡

・鈴木初雄

・遠藤久和

・佐藤壮一

・佐藤梶信

・渡邉　淳

・熊谷明美

・仁田秀和

・我妻周悦

・佐藤　衞

・安倍敏彦

・木村　稔

１班境　　山境山公民分館

１班笹山地区避難所 笹　　山

３班

第16回

午　後

  ５月1８日
     （土）

  ５月1８日
     （土）

  ５月1９日
     （日）

  ５月1９日
     （日）

3：30～5：00

午　前

10：00～11：30

午　後

1：30～3：00

午　前

10：00～11：30

午　後

1：30～3：00
３班東　宮　浜東宮浜地区交流センター

２班遠　　山遠山地区避難所

２班代ヶ崎浜地区避難所 代 ヶ 崎 浜

１班花渕浜地区避難所 花　渕　浜

　 しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行27 しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 　26

議会報告・懇談会を

　  開 催 し ま す

※議会だより№１３９と広報しちがはま５月号を持参願います。
　対象地区以外の方でも受付けますので、都合の良い会場にお越しください。

班編成

１班

２班

  ５月1８日
     （土）

開催日 時　　間 会　　場 対　象　地　区 班

要害・御林地区避難所 御　　林 ３班

要害・御林地区避難所 要　　害 ３班

２班湊　　浜湊浜地区避難所

１班亦楽地区公民分館 亦　　楽

吉　田　浜 ３班吉田浜コミュニティセンター

３班松ヶ浜地区避難所 松　ヶ　浜

２班菖蒲田浜地区避難所 菖 蒲 田 浜

２班汐見台第2公民分館 汐　見　台

１班汐見台南第1集会所 汐 見 台 南

・歌川　渡

・鈴木初雄

・遠藤久和

・佐藤壮一

・佐藤梶信

・渡邉　淳

・熊谷明美

・仁田秀和

・我妻周悦

・佐藤　衞

・安倍敏彦

・木村　稔

１班境　　山境山公民分館

１班笹山地区避難所 笹　　山

３班

第16回

午　後

  ５月1８日
     （土）

  ５月1８日
     （土）

  ５月1９日
     （日）

  ５月1９日
     （日）

3：30～5：00

午　前

10：00～11：30

午　後

1：30～3：00

午　前

10：00～11：30

午　後

1：30～3：00
３班東　宮　浜東宮浜地区交流センター

２班遠　　山遠山地区避難所

２班代ヶ崎浜地区避難所 代 ヶ 崎 浜

１班花渕浜地区避難所 花　渕　浜

　 しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行27 しちがはま議会だより　第139号　平成31年4月25日発行 　26



編
集
後
記

卒業します、全員集合

舞台中央から登場

（松ケ浜小学校）

●
春
光
天
地
に
満
ち
て
快
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
例
年

よ
り
早
か
っ
た
桜
の
開
花
か

ら
、
ま
た
た
く
間
に
満
開
を

迎
え
ま
し
た
。

●
「
令
和
」
と
い
う
新
元
号

を
迎
え
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

時
代
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
Ｉ
を
、
新
し
い
技
術
を

我
々
は
ど
の
よ
う
に
駆
使
す

る
時
代
な
の
で
し
ょ
う
か
。

●
現
在
の
委
員
が
編
集
す
る

議
会
だ
よ
り
も
、
残
す
と
こ

ろ
１
回
と
な
り
ま
し
た
。　

さ
ま
ざ
ま
悩
み
な
が
ら
も
、

少
し
で
も
読
み
や
す
い
広
報

に
な
る
よ
う
努
力
し
た
つ
も

り
で
す
が
、
い
か
が
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
よ
ろ

し
く
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
岡
﨑　
正
憲

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
岡
﨑　
正
憲

　
副
委
員
長　
佐
藤　
　
衞

　
広
報
分
科
会　
仁
田　
秀
和

　
　
　
　
　
　
木
村　
　
稔

　
　
　
　
　
　
熊
谷　
明
美

　
　
　
　
　
　
佐
藤　
壮
一

　
　
　
　
　
　
遠
藤　
久
和

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
大
町　
睦
夫

問１　本町の平成３１年度一般会計当初予算はいく
　　　でスタートするのでしょうか。

　　①　９４億５５００万円
　　②　５２億４５００万円
　　③　７３億９０００万円

問２　町内の外国人向けに作られるごみ分別パンフ
　　　レットは何語でしょうか。

　　①　スペイン語　 ②　英語　 ③　ドイツ語

問３　がん患者医療用ウィッグ購入費助成金の個人
　　　への上限額はいくらでしょうか。

　　①　２万円　 ②　１万円　 ③　５千円

応募方法：

あ  て  先：

締  切  り：

前号の答え：問１  ②　 問2  ③　 問3  ③
当　選　者：星知予子さん、佐藤清乃さん
　　　　　　北野洋子さん

　今回は3月に行われました卒業式からの話題と
し、期待に胸を膨らませ巣立ちゆく姿を切り取り
ました。
　3月8日は中学校、15日は小学校の卒業式で、
表紙写真は向洋中の「出番を待つ笑顔」、実に爽
やかです。裏表紙の写真は松小の卒業児童の集合
写真と入場写真です。舞台中央からの登場でした。

　

　数年前から汐見小と松小では、卒業児童の「夢
や希望」を式次第に掲載しております。昨年と本
年の「夢」の傾向をまとめました。スポーツへの
憧れや優しい気持ちの表れ、身近な存在、夢を与
える職業、ペットの影響などが如実に表れていま
した。実現してほしいものです。

<３つの中から選んでね>

議会を監視するのはみなさんです。
－次の定例会は６月開会予定です－
詳しくは議会事務局まで　℡357-7435
または、町ホームページ「町民便利帳」を
ご覧ください。
 http://www.shichigahama.com

　はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢、
議会へのご意見を書いてお送りください。
（メール可）
　正解者の中から抽選で３人の方に図書券を
進呈します。
〒985-8577七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺５－１
　七ヶ浜町議会事務局　議会だより係
　　Ｅメール gikai@shichigahama.com
令和元年５月２５日（当日消印有効）

野球、サッカー、バスケットボール、
バレーボール、卓球、空手などでの活躍
声優､芸人､劇団員､歌手､ダンサーなど
みんなのために、優しい大人になりたい、
親孝行したい
先生（小学校、幼稚園、保育士）
動物保護、獣医師など
パン屋、ケーキ屋、パティシエ
医師、薬剤師
小説家、漫画家、作曲家
そば、すし、料理人

夢や希望 昨年
125人

本年
114人

２４人 ２１人

１３人 １０人

１２人 １０人

　９人 　９人
　８人 １１人
　６人 　４人
　１人 　６人
　３人 　４人
　２人 　６人

し
ち
が
は
ま

議
会
だ
よ
り
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